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休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　

子
育
て
部
分
休
暇
を
新
設
す
る

ほ
か
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る

も
の

◇
足
立
区
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

子
育
て
部
分
休
暇
の
新
設
に
伴

い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
　

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た

め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成

に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関

係
規
定
の
施
行
等
に
関
す
る
政
令

の
改
正
に
伴
う
も
の
の
ほ
か
、
所

要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　

建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
い
、

規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　

東
渕
江
小
学
校
の
位
置
を
変
更

す
る
も
の

◇
足
立
区
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

職
員
の
期
末
及
び
勤
勉
手
当
の

支
給
月
数
の
改
定
並
び
に
給
料
表

の
改
定
を
す
る
ほ
か
、
規
定
を
整

備
す
る
も
の

◇
足
立
区
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
及

び
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
改
め

る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

　

（
以
上
、
２
議
案
に
つ
い
て
無
会

　

派
議
員
よ
り
反
対
討
論
、
日
本
共

　

産
党
足
立
区
議
団
よ
り
賛
成
討
論

　

あ
り
）

◇
足
立
区
立
学
童
保
育
室
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

栗
島
学
童
保
育
室
及
び
古
千
谷

学
童
保
育
室
を
設
置
す
る
も
の

◇
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　
　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
で
管
理
し
て

い
る
未
返
却
図
書
資
料
に
関
す
る

返
還
請
求
権
を
放
棄
す
る
も
の

◇
足
立
区
こ
ど
も
未
来
創
造
館
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
子
育
て
サ
ロ
ン
西
新
井
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
関
原
の
森
・
愛
恵
ま
ち
づ

　

く
り
記
念
館
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
工
房
館
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

以
上
、
５
議
案
は
い
ず
れ
も
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の

◇
足
立
区
立
学
童
保
育
室
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の

　

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

反
対
討
論
あ
り
）

◇
足
立
区
の
特
定
の
事
務
を
取
り
扱

う
郵
便
局
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

地
方
公
共
団
体
の
特
定
の
事
務

の
郵
便
局
に
お
け
る
取
扱
い
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
足
立
区
の

特
定
の
事
務
を
取
り
扱
う
郵
便
局

を
指
定
す
る
も
の

◇
東
渕
江
小
学
校
改
築
工
事
請
負
契
約

　

契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　

契
約
金
額　

61
億
500
万
円

　

相
手
方　

三
浦
・
新
井
・
丸
中

　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
竹
の
塚
中
学
校
外
壁
改
修
そ
の
他

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

変
更
前　

１
億
８
千
40
万
円

　

変
更
後　

２
億
１
千
862
万
５
千
円

　

相
手
方　

株
式
会
社
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

◇
花
畑
川
環
境
整
備
そ
の
１
散
策
路

工
事
請
負
契
約

　

契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　

契
約
金
額　

２
億
４
千
750
万
円

　

相
手
方　

株
式
会
社
東
京
三
田
組

◇
高
野
小
学
校
跡
地
ス
ポ
ー
ツ
施
設

新
築
工
事
請
負
契
約

　

契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　

契
約
金
額　

13
億
５
千
850
万
円

　

相
手
方　

株
式
会
社
似
鳥
工
務
店

　

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

反
対
討
論
あ
り
）

◇
足
立
区
営
住
宅
等
維
持
管
理
業
務

委
託
に
つ
い
て

　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　

契
約
金
額　

５
億
９
千
999
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
千
175
円

　

相
手
方　

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ

　
　
　
　
　
　
ニ
テ
ィ
ー

◇
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　
　

児
童
扶
養
手
当
過
払
金
を
返
還

し
な
い
相
手
方
に
対
し
、
未
償
還

金
、
遅
延
損
害
金
及
び
訴
訟
費
用

を
請
求
す
る
も
の

◇
議
決
を
得
た
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

東
伊
興
小
学
校
外
壁
改
修
そ
の

他
工
事
請
負
契
約　
　

ほ
か
１
件

◇
和
解
に
つ
い
て

　
　

区
立
小
学
校
内
で
発
生
し
た
児

童
の
受
傷
事
故
に
係
る
損
害
賠
償

金
の
支
払
方
法
確
定
調
停
事
件
に

つ
い
て
和
解
す
る
も
の

◇
議
決
を
得
た
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

東
綾
瀬
中
学
校
改
築
工
事
請
負

契
約　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
５
件

　

い
ず
れ
も
、
令
和
６
年
12
月
20
日

に
議
決
し
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
意
見
書
の
全
文
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◇
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

軽
減
措
置
の
継
続
及
び
制
度
の
恒

久
化
を
求
め
る
意
見
書

　
　

内
閣
府
は
令
和
６
年
11
月
の
月

例
経
済
報
告
に
お
い
て
、
先
行
き

に
つ
い
て
は
、
「
物
価
上
昇
、
ア

メ
リ
カ
の
今
後
の
政
策
動
向
、
中

東
地
域
を
め
ぐ
る
情
勢
、
金
融
資

本
市
場
の
変
動
等
の
影
響
に
十
分

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

お
り
、
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻

く
環
境
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。

　
　

こ
う
し
た
中
、
東
京
都
が
継
続

実
施
し
て
い
る
「
小
規
模
住
宅
用

地
に
対
す
る
都
市
計
画
税
の
軽
減

措
置
」
「
小
規
模
非
住
宅
用
地
に

　

対
す
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
減
免
措
置
」
及
び
「
商
業
地

　

等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
負
担
水
準
の
上
限
引
下

げ
措
置
」
は
、
区
民
の
過
重
な
税

　

負
担
を
緩
和
し
、
厳
し
い
経
営
環

境
に
あ
る
小
規
模
事
業
者
に
と
っ

て
も
、
経
営
回
復
や
事
業
継
続
へ

の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

先
の
見
え
な
い
物
価
上
昇
や
極

端
な
円
安
、
株
価
の
急
激
な
乱
高

下
、
海
外
景
気
の
下
振
れ
等
が
区

内
小
規
模
事
業
者
の
企
業
経
営
や

区
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
中
、
東
京
都
が
こ
れ
ら

の
軽
減
措
置
を
廃
止
す
れ
ば
、
地

域
経
済
の
回
復
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
強
く
危
惧
さ
れ
る
。

　
　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京

都
に
対
し
、
令
和
７
年
度
以
降
も

下
記
事
項
を
継
続
実
施
す
る
と
と

も
に
、
制
度
を
恒
久
化
す
る
よ
う

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
記

　

１　

小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る

　

都
市
計
画
税
を
２
分
の
１
と
す

　

る
軽
減
措
置

　

２　

小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す

　

る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　

を
２
割
減
額
す
る
減
免
措
置

　

３　

商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資

　

産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、

　

負
担
水
準
の
上
限
を
65
％
に
引

　

き
下
げ
る
減
額
措
置

　
　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

　

規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

◇
聞
こ
え
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人

へ
の
積
極
的
な
支
援
を
求
め
る
意

見
書

　
　

現
在
、
急
速
な
高
齢
化
に
比
例

し
、
難
聴
者
も
急
増
し
て
い
る
。

　

難
聴
は
認
知
症
の
危
険
因
子
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
人
や
社
会

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
避

け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
社

会
的
孤
立
に
陥
る
可
能
性
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

　
　

聞
こ
え
を
補
う
医
療
機
器
で
あ

る
補
聴
器
は
、
「
気
導
補
聴
器
」

　

と
「
骨
導
補
聴
器
」
が
一
般
的
に

使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
「
軟
骨
伝

導
」
等
の
新
し
い
技
術
を
用
い
た

補
聴
器
が
開
発
さ
れ
、
従
来
の
補

聴
器
で
は
十
分
な
補
聴
効
果
が
得

ら
れ
な
い
人
や
、
装
用
そ
の
も
の

が
難
し
い
人
に
対
し
て
の
新
た
な

選
択
肢
と
な
っ
た
。

　
　

し
か
し
、
聞
こ
え
の
支
援
を
必

要
と
す
る
人
に
、
自
身
の
状
態
に

合
う
補
聴
器
の
情
報
や
各
自
治
体

に
よ
る
購
入
補
助
制
度
が
十
分
に

伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、

社
会
参
画
を
妨
げ
る
一
因
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

今
後
の
更
な
る
高
齢
化
を
見
据

え
た
認
知
症
の
予
防
と
共
に
、
高

齢
者
の
積
極
的
な
社
会
参
画
を
実

現
す
る
た
め
に
、
補
聴
器
だ
け
で

は
な
く
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
や
音

声
認
識
ソ
フ
ト
等
も
含
め
た
聴
覚

補
助
機
器
の
積
極
的
な
活
用
を
促

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会

及
び
政
府
に
対
し
て
、
下
記
の
事

項
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
記

　

１　

難
聴
に
悩
む
人
が
、
医
師
や

　

専
門
家
の
助
言
の
も
と
で
、
自

　

分
に
合
っ
た
補
聴
器
を
選
択
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え

　

る
こ
と
。

　

２　

行
政
機
関
の
窓
口
等
へ
聴
覚

　

補
助
機
器
を
配
備
す
る
よ
う
推

　

進
す
る
こ
と
。

　

３　

地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
や

　

福
祉
施
設
と
の
連
携
の
も
と
、

　

聞
こ
え
の
支
援
を
必
要
と
す
る

　

人
へ
の
情
報
提
供
の
機
会
創
出

　

等
、
聴
覚
補
助
機
器
を
普
及
さ

　

せ
る
た
め
の
環
境
を
整
え
る
こ

　

と
。

　

４　

地
方
自
治
体
が
取
り
組
む
聞

　

こ
え
の
支
援
に
対
し
て
、
財
政

　

的
な
支
援
等
を
講
ず
る
こ
と
。

　
　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

　

規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財

務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
共
生

社
会
担
当
大
臣
あ
て
）

◇
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

軽
減
措
置
の
継
続
に
つ
い
て
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

◇
令
和
６
年
度
足
立
区
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　

補
正
額　

12
億
４
千
839
万
２
千
円 

　
予
算
総
額　

３
千
480
億

　
　
　
　
　
　
　

３
千
796
万
７
千
円

◇
令
和
６
年
度
足
立
区
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
額
△
１
億
８
千
841
万
４
千
円

　
予
算
総
額　

726
億
６
千
179
万
８
千
円

◇
令
和
６
年
度
足
立
区
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

補
正
額
△
６
千
60
万
４
千
円

　
予
算
総
額　

708
億
７
千
415
万
７
千
円

◇
令
和
６
年
度
足
立
区
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　

債
務
負
担
行
為
を
補
正
す
る
も
の

◇
令
和
６
年
度
足
立
区
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

　

補
正
額　

36
億
３
千
811
万
７
千
円 

　
予
算
総
額　

３
千
516
億

　
　
　
　
　
　
　

７
千
608
万
４
千
円

　

（
無
会
派
議
員
よ
り
反
対
討
論
、

　

無
会
派
議
員
よ
り
賛
成
討
論
あ
り
）

◇
足
立
区
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

う
も
の
の
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す

る
も
の

◇
足
立
区
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、

第
4
回
定
例
会
で
の

議
決
結
果

可
決
し
た
も
の

可
決
し
た
も
の

補
正
予
算

条　
　

例

そ
の
他
の
議
案

報　
　

告

第
4
回
定
例
会
で
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願・陳
情

み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願・陳
情

採
択
し
た
も
の


